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Abstract: Our aim is to construct a high-speed spectroscopy system with a wavelength swept fiber laser. We develop a wavelength 

swept fiber laser with a buffer optics for improving a measurement speed. The measurement system with the laser can perform 

measurement speed of 9.9μs. 

 

本研究の目的は波長掃引ファイバレーザを用いた高速な分光測定システムの開発である．筆者らは波長掃引ファイバレ

ーザを用いた分光測定において，波長掃引の周期毎に出力強度が補正できる分光測定システムの構築を行ってきた[1,2]．

本報告では分光測定のさらなる高速化のためバッファ光学系[3]を用いた実験装置を構築した(図 1)．波長掃引ファイバレ

ーザ(PWSL)は正弦波信号により変調し，掃引周期 Tm=19.7μs で波長掃引し，光スイッチを組み込んでいる．PWSL か

らのパルス幅 tp≒4μs のパルス光はバッファ光学系に入射される．バッファ光学系は 2 分した光路の一方に遅延ファイ

バを設置し，伝搬時間を利用し，Tm/2 だけ遅延させ半周期ごとのパルス光を生成する．このパルス光を測定光路と参照

光路を含む測定用光学系に入射させ，同一の検出器で光を検出する．検出器で得られる測定信号と参照信号を用いて出

力強度を補正し，時間分解能 9.9μs(=Tm/2)の分光測定を行う．実験はブラッグ波長λB1，λB2＝1550，1555nm の Fiber Bragg 

Grating(F1，F2)を設置し，分光測定を行った．図 2 は検出器信号の結果である．測定信号(M)と参照信号(R)が時間領域

で分離して検出できており，測定信号は波長特性の異なる F1，F2 の信号を測定できている．以上のことから，本分光

測定システムが 9.9μs の時間分解能で測定できる見通しを得た． 
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        Figure 1. Experimental setup                             Figure 2. Detector signal  
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